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は じ め に

古 ア ラ ム語 の 有 名 な 碑 文 と して シ リア ・セ フ ィ レ碑 文(1～ 皿 の3個 体)が あ る。 そ れ ら

は、 ア レ ッポの 南 東 、 約25キ ロ メ ー トルの セ フ ィ レ村 近 辺 で 出土 した もの で、 暦 年 はみ な い

が 、 字 体 や 内 容 か ら紀 元 前8世 紀 頃 の もの と推 定 され て い る。 今 日、1・IIは ダマ スカ ス国

立 博 物 館 に、 皿 はベ イル ー ト博 物 館 に保 管 され て い る。

本 稿 で は、 碑 文IA面(A.Dupont-Sommer1958:第1図 上 部 ・下 部)を テキス トと し、

先 学 の研 究(A.Dupont-Sommer1958;伴 康 哉1967;J.C.L.Gibson1975;守 屋 彰 夫

1982;A.LemaireetJ.-M.Durand1984;J.HoftizerandK.Jongeling[eds.]1995)に 依

拠 しな が ら古 ア ラ ム語 の 学 習 に務 め る。 な お 、 ア ラム語 と関 係 の深 い ヘ ブ ライ語 に 関 して は

F.Brown,S.R.DriverandC.A.Briggs[eds.]1951を 、 同 じ く シ リ ア 語 はJ.P.Smith

[ed.]1979を 併 せ て 参 照 す る。

作 業 は先 ず 、 筆 者 が ワ ー プ ロ に外 字 登 録 した文 字 に よ って、 碑 文 各 行 を打 ち 出 す。 読 み の

進 行 は上 部 右 端 か ら左 方 向 。 セ フ ィ レ碑 文 の 文 字 は当 時 の フ ェニ キ ア文 字 に近 似 す る。 単 語

を 区 切 る記 号 や 空 間 はな く、 後 の パ ル ミラ文 字 や 死 海 文 書 の よ うな特 別 な語 末 形 の文 字 は み

られ な い。 各 行 を 概 観 す る と、 「and」 を意 味 す る接 頭辞 の 「一 《」 や 、 所 有 代 名 詞 の 接 尾

辞 「角 一」 な どが 頻 出 す るの で 、 単 語 の 区 切 りの検 出 に 目安 とな る。

次 に、 ア ラ ム語 の 各 単 語 に対 応 す る英 単 語(Gibson1975他 を 援 用)を 記 す と共 に 、 ア ラ

ム語 の 意 味 や 品 詞 な どを 確 認 して い く。 ア ラ ム語 の各 単 語 は実 際 に は多 様 な意 味 や文 法 的意

義 を 持 って い るが 、 こ こで は便 宜 的 に代 表 と思 う もの を任 意 に例 示 した。 本 稿 中 の ヘ ブ ライ

語 や シ リア語 も、 便 宜 上 、 この 古 ア ラ ム文 字 で 表 記 す る。 な お、 碑 石 に 向 か って左 端 と中央

部 が 欠 損 して 不 明 。 欠 損 部 分 の[]内 に先 学 に よ る復 元 案 を い くっ か記 した。

セ フィ レ碑文IA面(上 部)の 検討
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[-o㌔ 《 へ Φ 』1昇]グ 乙 『1

(treatyof)andArpadkingof

冒 頭 の 「3へO」 は 「盟 約 ・条 約 」 を意 味 す る名 詞 。 合 成 ・複 数 形 。 絶 対 形 は 「うへO」 、

強 意 形 は 「昇2へO」 。 伴(1967)は 「盟 約」、 守 屋(1982)は 「条 約 」 と和 訳 して い る。 英

語 で は 「treaty・treaty-stipulations」(J.C.L.Gibson1982;J.HoftizerandK.

Jongeling1995)、 仏 語 で は 「serments」(A.LemaireetJ.-M.Durand1984)や 「pactes」

(A.Dupont-Sommer1958)と 訳 され る。

この よ う に、 先 ず セ フ ィ レ碑 文 の性 格 が 把 握 で きる。 続 く文 言 か ら、 これ が、KTK王 の

バ ル ・ガ ア ヤが ア ルパ ト王 の マ テ ィア ル ・バ ル ・ア ッ タル セ マ ク と結 ん だ盟 約 ・条 約 文 で あ

る こ とが わ か る。 ただ し実 際 の内 容 は、 仮 に裏 切 ろ う とす る相 手 へ の異 様 な まで の威 嚇 ・呪

誼 文 と い っ た感 が 強 い。

「角3等 ヘ へ9」 は人 名 で 「バ ル ・ガ ア ヤ」。 「4合 」 は 「息 子 」 を意 味 す る名 詞 の 合 成

形 だ が 、 こ こで は 「角3等 へ ・4合 」 で一 人 の人 名 。 「ゲ 乙 り」 は 「王 」 を 指 す 名 詞 の 合 成

形 。 後 続 す る 「グ チ ゲ ≒KTK」 が 国 名 。 た だ し、 そ の読 み は未 確 定 。 所 在 地 も不 明。 諸 説

は、A.LemaireetJ.-M.Durand1984に 紹 介 され て い る。

「『lo」 は前 置 詞 で 英 語 の 「with」 に相 当。 っ ぎに盟 約 の相 手 が記 され る。 「`】《oチ ツ」

は人 名 「マ テ ィエ ル」。 「』1合」 は前 出。 「グ ツ睾4D匹O」 は人 名 「ア ッタ ル セマ ク」。 こ こで、

「グ ツ睾 ・ヘチo・ へ合 乙苓07ら 『7」で 一 人 の 人 名 「マ テ ィエ ル ・バ ル ・ア ッ タ ル セ マ ク」

(伴1967)と み るか、 「ア ッタ ル セ マ ク 息 子 マ テ ィ エ ル」(A.Dupont-Sommer1958;J.C.

L.Gibson1982)と み るか二 案 が あ る。 「グ 乙 ツ」 は前 出。 後 に 国 名 が 来 るが 、 欠 損 し不 明 。

以 下 の文 言 か ら、 国 名 「へ φ4等=ア ル パ ド」 が補 わ れ る。 アル パ ドは、 ア レ ッポ の北25キ

ロ メ ー トル、 テ ル ・エ ル フ ァ ドを 中心 とす る国。

1行 目 の末 尾 に 「-O、 《」 の存 在 が推 定 され る件 は、2行 目の 解説 で 触 れ る。

3う 合r3へO㌔ 《 乙昇07蔭 ●ヲ3う 合 ●1フO角3昇 ヘ へ 合3う 合 「3[へ]2

sonsoftreatyofandMati'elsonsofwithga'yahBarsonsoftreatyof

[4Φo㌔ 《 角3昇]へ1合3う 全

descendantsofandga'yahBarsonsof

2行 目は1行 目と概ね繰 り返 しで、両国王の息子達や子孫が結んだ盟約 ・条約で もあるこ

とを記 している。右端の1字 目は一部が残るだけだが、字形か ら 「へ(D)か へ(R)」 の可
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能 性 が あ る。 古 ア ラム文 字 は 「D」 と 「R」 の形 が近 似。1行 目 との 関 係 か ら、 先 頭 に 「3

へ(O)」 が 推 定 で き る。 以 降 に 「4ΦO、 《」 が 頻 出す る こ とや、 文 脈 か ら も 「4ΦO」 に

接 続 ・接 頭辞 の 「ま た ≒and」 を 意 味 す る 「一 《」 が 付 くだ ろ う。 従 って 「3へO+×=3

へO、 《」 とな る。 た だ し、2行 目右 端 の スペ ー スの 狭 さを 考 慮 して 、1行 目 の末 尾 に 「-O

t《」 が
、2行 目 の 頭 に 「3ヘ ー」 が 刻 ま れ て い た と 復 元 す る こ と が 通 例(A.Dupont-

Sommer1959.J.C.L.Gibson1982.A.LemaireandJ-M.Durand1984)0

続 く 「3う9≒ 息 子 達 」 は前 出 の 「99≒ 息 子 」 の 複 数 ・合 成 形 。 以 下 、 前 出 の単 語 が続

く。 「3う92う9」 は 「息 子 達 の息 子 達=孫 達 」 の意 味。 「[角3】4]へ 』1合」 は、 前

出 の 人 名 「バ ル ・ガ ア ヤ」。 後 の三 字 は欠 損 して い るが、 文 意 か ら明 らか。

欠 損 して 不 明 の 末 尾 は、3行 目の 文 意 と先 頭 の 文 字 「角 一」 か らみ て、 「(角)4Φo、 《」

と復 元 され る。 な お 「角4ΦO、 《」 は、 三 人 称 ・単 数 ・所 有 ・接 尾 辞 で あ る 「角(彼 の)」+

「4φO(子 孫)」+「 冥(ま た)」 とい う構 成 で あ る。

3へO㌔ 《 ヘ フ ・へ昇 ゲ 乙 『1グ ツ 幸4チ04全 乙 苓Oチ ツ 』1ΦOツO角3

treatyofandArpadkingofAttarsamaksonofMati'eldescendantsofwithhis

[3へo]『 フoゲ チ グ

treatyofwithKTK

3行 目は、アルパ ド国王の子孫とも結んだ盟約であることと、アルパ ドの盟約 と結んだカ

トカの盟約であることを記 している。

「4φO」 は 「根 ・根幹 ・子孫」などを意味する名詞の合成形。ヘブライ語などにも共通

する。ここでは、通例、文意か ら 「子孫」と理解される。その他の単語はいずれも前出。末

尾の 「3へO」 は、前後の文脈か ら補われたもの。

ヘ フ へ 」辱3乙O合3へOツOグ チ うr3乙O合3へO㌔ 《 ヘ フ ・へ苓4

ArpadcitizenoftreatywithKTKcitizenoftreatyofandArpad

04』1】 《1]合 臓3へo×

(Urartu)Araratassociationoftreatyofand

4行 目 は、 カ トカ の市 民 と ア ルパ トの市 民 が 結 ん だ盟 約 で もあ る こと と、 ま た 「ア ラ ラ ト

連 合?」 云 々が 記 され て い る。
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「3乙O合 」 に は 「領 主 ・所 有 者 ・夫 ・市 民 ・住 民 」 な ど を示 す名 詞 の複 数 ・合 成 形。 セ

フ ィ レ碑 文 で は 「市 民 」 と訳 され る。 単 数 形 は 「Log」 。 その 後 は前 出 の 単 語 が 続 くが 、

最 後 の2字 は 「・合臓 」 で 、 そ の後 は欠 損 。 「全 臓」 の スペ ル を もっ 単 語 は、 例 え ば、 『北 西

セ ム語 碑 文 辞 書 』(J.HoftizerandK.Jongeling1995)に は32語 が提 示 さ れ て い る。 前 後 の

文 脈 か ら判 断 して 「4合 臓 」 を想 定 して、 「aSSOCiatiOn,UniOn,COIIage≒ 同盟 ・連 合 」 な ど

と 訳 す る見 解 が 通 例 で あ る。 この 単 語 の 後 も欠 失 して 不 明(伴1967:A.Lemaireand

J.-M.Durand1984)だ が、 国 名 の 「冥044苓=ア ラ ラ ト(ウ ラ ル ト ゥ)」(F.Brown,S.

R.DriverandC.A.Briggs1951)を 想 定 し、 「、《044苓4合 臓=ウ ラル ト ゥ同 盟 」 と

読 み と る見 解 が あ る(A.Dupont-Sommer1958;J.C.L.Gibson1975)。 た だ し 「、《044

尋」 の最 後 の 文 字 の × は、5行 目の 頭 に記 され て い る。 な お 、 ア ラ ラ ト=ウ ラル ト ゥ(前

850頃 ～590年)は 、 アル メ ニ アの一 地 方 、 即 ち トル コ領 の ヴ ァ ン湖 付近 に存 在 し、首 都 は トゥ

シ ュパ で あ った とい う。 この 国 名 は 『旧 約聖 書』 の 「創 世 記 」 に 出て くる ノ ア の方 舟 伝 説 で

有 名 な 「ア ラ ラ ト山」 と い う名 称 に遺 存 して い る。

うΦ ≡羊132コ 【=角 ㌔《 う合 ●ヲO㌔ 《 ∠1「《「●ヲ ●ヲO㌔ ⊂'角 乙 つr●1フ ∠へ」」∈ ●ヲO㌔ ⊂-5

goupwhohissonswithandMusrwithandit'sallAramwith

[3グ 乙 『1ツO]冥[角]4W苓 合

kingsofwithandhisposition

5行 目 は、 ア ラム な ど近 隣諸 国 との盟 約 で もあ る こ とを 記 して い る。

最 初 の文 字 「、《一」 は4行 目 の最 後 の 単 語 に か か る。 「り4等=ア ラ ム 」 は、 こ こで は

「ア ラ ム連 盟 」 と い った ニ ュ ア ンスを もっ 。 ア ラ ム世 界 に詳 しい高 階(1985:p.291)に よ れ

ば、 当時 「ア ラム諸 小 王 国 は半 独 立 の状 態 な が ら も同盟 を 結 ん で 結 束 を 計 り」 と い う状 態 に

あ った。 「角 乙 グ」 は、 三 人 称 ・所 有 格 ・接 尾 辞 の 「角」+名 詞 の 「乙ゲ=全 体 」 と い う構

成 。 従 って、 「角 乙 グ ツ4苓 」 は 「ア ラ ム連 盟 全 体 」 と理 解 で き る。

続 く 「1=ム ス ル」 は、 国 名 だ ろ うが不 明 で あ る。 字 訳 に も 「Musr・Musru・Misr」

な ど が あ る。 候 補 地 に 関 す る諸 説 はA.LemaireandJ.-M.Durand(1984:pp.85-88)に 詳

しい。

「角 、《う9」 は 「角=彼 の+、 《う9=息 子 達 」 の構 成 。 「3エ 」 は関 係 代 名 詞 で 、 英 語 の

「who」 に該 当。 後 の ア ラ ム語 や パ ル ミラ語 な どで は、 「YZ」 は 「YD」 に 変 化 す る。 「h

Φ卑3」 は 「登 る」 な ど を意 味 す る動 詞 「Φ 乙睾(原 形)」 の 複 数 ・未 完 了 形 。後 続 の 「[角]

4W苓 合」 は 「角 ≒his+4W苓=地 位+9=in」 の構 成 。 「へW苓 」 は 「場 所 」 な ど を意 味
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する名詞。「-9」 は 「in」に該当する前置詞 ・接頭辞。「角一」の文字は文脈か らの復元で

ある。「角4W苓 合 うΦ睾33工 睾、《h9ツO、 《」は、「また彼の地位に登るところ

の息子達との(盟 約)」 の意味 となる。

文脈から復元される単語の 「3グ 乙ツ」 は 「グ乙ツ≒王」の複数 ・合成形で、国名などは

6行 目に記されている。

つ7乙 ●ヲ プL3合 乙 乙O乙 つf● ヲO㌔ 《 角 フら「aヲ」「L《 「ヲ1」¥3乙O乙 グ6

kinghouseoftoenterallwithanditslowerandAramupperall

[工 苓 合 ヤ う3==乙 グ 『lo]冥

(this)stelewhoallwithand

6行 目 は、 上 ・下 ア ラ ムの す べ て(の 諸 国)と の 盟 約 で も あ る こ と と、 王 宮 に入 るす べ て

の 者 との 盟 約 で あ る こ とを 記 して い る。 この 後 ろ は欠 損 す るが 、 復 元 に よ れ ば、7行 目 に か

けて 、 この 石 碑 を 建 て た 全 員 と結 ば れ た 盟 約 で あ る こ とを 記 して い る。

「乙 グ ≒全 体」 は前 出 。 「ツ4等3乙O」 は 「上 ア ラム」、 対 す る 「ツ4】4チ 臓 チ」 は

「下 ア ラム」 の こ と。 「角 チ臓 チ、《」 は 「角 ≒it's+チ 臓 チ=lower+×=and」 の構 成 とな る。

両 者 の 厳 密 な 区 域 は不 明 だ が 、 上 ア ラ ム は アル パ ドの 北 側 の 、 対 す る下 ア ラム は南 側 の地 域

を 指 す とみ られ る(J.C.LGibson1975:p.36)。

「乙 乙O」 は動 詞 の 分 詞 形 容 詞 形 で 「入 る」 の 意 味 。 別 に、 後 ろ の 「乙」 の前 置 詞 と判 断

して 、 「一 乙=to-」+「 乙O=enter」 とみ る見 解(A.Dupont-Sommer1958:p.29)も あ

る。 「チ3合 」 は 「家 」 な ど を意 味 す る名 詞 の合 成 形 。 「グ 乙 ツ=王+チ2合=家 」 な らば

「王 宮 」 と も言 え よ う。

それ 以 下 は欠 損 して 不 明 。 そ こ に想 定 され る文 言 に次 の よ うな諸 案 が あ る。 この文 脈 は7

行 目の 最 初 の 「h乙 苓 」 まで 続 く。

[工1り 睾 『ヲo等 合 ヤ]う ㌔《(A.Dupont-Sommer1958:p.17)

[工 苓 ・ヘ フ睾 合 …]ヅ 《(伴1967:p.4)

[工 苓 合 ヤ う3工 乙 ゲ リ]O「 《(J.C.L.Gibson1975:p.28)

「苓 合 ヤ う」 は 「石 碑 」 な ど、 「苓 ヘ フ睾」 は 「碑 文 」 な どを 意 味 す る名 詞 の強 意 形 。 「ツ

O≒with」 は前 出 。 「等42睾 合」 は 「等4フ 幸 ≒ 石碑+9」 の 構 成 。 「-9」 は 「in・by」

な どを 意 味 す る前 置 詞 の接 頭 辞 。 「乙 グ ≒all」 と 「3エ ≒who・which」 は 前 出 。6行 目 か
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ら7行 目にかけての 「つ う==≒this」 は、単数 ・男性形の指示代名詞。「ツW」 は動詞 「ツ

3W≒ 定める ・置 く」の三人称 ・単数 ・男性の完了形である。

1行 目か ら記されてきた、いかなる盟約かの記述は6行 目で0端 、終了する。

99・ へ==へ3エ ツ 乙 苓 苓3へO㌔ 《 う 乙 尋 苓3へO㌔ 《 『IW角 う7

Barhasconcludedwhichthesetreatiesandthesetreatiesandsetupthis

[・ ・ 『1へ φ ツW角3]等 へ

beforesetupga'yah

7行 目か らは、この碑文内容は、バル ・ガアヤが主体的に決定 したものであることを明言

し、その後に証人となる様々な神々が列挙されていく。読み進んで行 く時、キーワー ドとな

るのは、頻繁に登場する 「ツへφ、《≒また～の前で」 という単語である。その間に様々な神

が記されている。

この行の多 くの単語は前出。「3エ ≒who・which」 は関係代名詞。「1=へ 」 は 「切 り取

る ・結論づける」などを意味する動詞で、三人称 ・単数 ・男性の完了形である。その後は欠

損。以降の文言から 「～の前で定められた」などの単語が復元で きる。 「リへΦ≒before]

は前置詞。その後には何 らかの神名が記 されていた。

門W]ハ 】4合 う ツ へ 帆 チ うつ4工 冥 ゲ へ1リ へ Φ 冥W乙 ツ ×8

TashmetandNabubeforeandZarpanitandMardukbeforeandMullishand

[Wう ㌔《 等4苓 『1へΦ 冥

Nus(k)andIrrabeforeand

8行 目以 降 は、 カ トカ王 の バ ル ・ガ ア ヤが この 盟 約 を締 結 した時 、 眼前 の証 人 た る神 々 が

列 挙 され る。 こ こで は、 ム リシ ュ神 と?神 、 マ ル ドク神 とザ ル パ ニ ト神 、 ナ バ ー(ナ ブー)

神 が 確認 で き る。 以 降 の 欠 損 部 分 に は、 タ シ ュ メ ト神 、 ア ラー神 とユ シ ュ ク神 を想 定 す る見

解 が 通 例 で あ る。

最 初 の 「W乙"、 《」 は 「W乙 ツ=ム リシ ュ+×=and」 。 ム リ シ ュ の 詳 細 は 未 詳 。 接 続 詞

の 存 在 か ら、7行 目の 最 後 に何 らか の神 名 が 記 さ れ て い た。 そ れ は ム リシ ュと一 対 とな るが、

実 際 に は不 明 。 例 え ば、A.LemaireetJ.-M.Durand(1984:p.113)は 「1(冥)w=

Ashur」 と想 定 して い る。
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「グ へ4ツ=マ ル ドク」 は農 耕 神 に 由来 す る バ ビ ロ ンの主 神 。 「チ う つ4エ=ザ ルパ ニ ト」

は生 命 の永 続 神 で あ る。 「昇 合h=ナ バ ー(ナ ブ ー)」 は マ ル ドクの息 子 で 神 々 の 書 記 と称 さ

れ た。 な お、 「等 合 う=ナ バ ー」 の綴 り よ り 「、《9う=ナ ブ ー」 の 方 が 妥 当 な よ う に も思 わ

れ る。

そ の 後 は欠 損 し て 実 際 は 不 明 で あ る 。 「1」(J.C.LGibson1975:p.28)の 部

分 を、 「4苓=lrra」(A.Dupont-Sommer1958:p.17)あ る い は 「?(等)4へ=Girra」

(A.LemaireetJ.-M.Durand1984:P.113)と み る見 解 もあ る。 な お、 「グWう 、《」 の 最 後

の文 字=「 ゲ」 は、9行 目の 最 初 に記 され て い る

う]睾 『1へ φ ㌔《1う ㌔《WりWツ4Φ ㌔《 ヤ 乙 ㌔《 乙 へ ・へ う ツ へ Φ ㌔《 グ ー9

SinbeforeandNurandShamashbeforeandLasandNergalbeforeandk

[Φ ㌔《 … 乙 グ う¥

(before)andNikkaland

9行 目 も続 い て証 人 の神 々 が列 挙 され る。 ネル ガ ル 神 と ラ ス神 、 シ ャ マ シ ュ神 と ヌ ル神 が

明記 され、 欠 損 部 分 は シ ン神 とニ カ ル神 が想 定 され る。

「乙へ1/=ネ ル ガ ル」 は バ ビ ロニ ア の都 市 ク タの戦 争 神 。 「ヤ 乙=ラ ス」 は そ の 配 偶 で

太 陽 神 で あ る。 「WツW=シ ャ ム シ ュ」 はセ ムの 太 陽 神 。 「1う=ヌ ル」 は未 詳 だ が 、 ア ッカ

ド語 で 「光 」 を意 味 し、 シ ャマ シ ュな どの 呼 び名 と して 登 場 す る と い う(JohnC .L.Gibson

1975;p.36)o

そ の後 に は神 名 が 記 され る はず が 、 先 頭 の文 字 「一睾=S」 だ け が読 み とれ る。 これ を根

拠 と して 、 そ こ に 「う幸=シ ン」 と 「乙 ゲ う=ニ カ ル」 を想 定 す る意 見 が あ る。 シ ンは、 バ

ビロ ニ アの 月 神 で 「神 々 の 神 」 と称 され る。 同 じ く 「ニ カ ル」 も豊 穣 を もた らす カ ナ ンの 月

神 で あ る。

ツへ 苓 ㌔《 矯 合 臓42角 乙等 乙 ゲ 『7へφ ㌔《 角苓 ヘ ゲ ㌔《 ヘ ゲ う ツヘ ー10

estateandopenlandgodsofallbeforeandKD'HandNKRbefore

[臓3エ ヘ へ 矯 「ヲへ ㊦ 、《 矯]

(Ha)ofHadadbeforeand

10行 目も証人 としての神々が記 される。読み方不明のKD'H神 とNKR神 、そして耕地や
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領地の神々である。加えて、「アレッポのハダッド」神を想定する意見がある。

「3角 乙昇」 は 「神」の複数 ・合成形で 「～の神々」。いかなる神々かは後に示 され る。

「角合臓4」 は 「広い土地」などを意味する名詞で絶対形。動詞 は 「..≒ 広 げる」であ

る。「角ツへ昇」はアラム語では未確認だが、古代ヘブライ語では 「土地 ・大地 ・領地」 な

どを意味する女性名詞。末尾の文字 「角一」 は欠損 している。伴(1967)は 、前者を 「荒野」、

後者を 「耕地」 と和訳 している。

それ以下は欠損 し不明。上記の復元案がある。それは、11行 目頭の2文 字 「9G-」 を

「合乙臓=ハ レブ=ア レッポ」と理解 し、アッシリア語碑文でア レッポと組 み合わさって記

されるアラム諸国の最高神で暴風神の 「ヘへ角=ハ ダッド」を想定 したもの。「2エ 」 は関

係小辞で、 ここでは英語の 「of」に相当する。

う]3『ywツ へ φ ㌔《 う3乙O㌔ 《 乙 苓 ツ へ Φ ㌔《)匹 合 睾 ツ へ Φ ㌔《 合 乙11

HeavensbeforeandElyonandElbeforeandSebatbeforeand(Ha)leb

[や 『ヲ 『1へΦ、《 Φ4等 ×

(Abyss)beforeandEarthand

11行 目の前 半 ま で は、 引 き続 き証 人 と して の 「セ バ ト」 神 、 「アル 神 」 と 「エ リ ウ ン」 神

が登 場 す るが、 後 半 か ら以 下 の行 に か けて、 証 人 と して 様 々 な 自然 界 が登 場 し始 め る。先 ず、

「天 と地 」 が 登 場 す る。

「チ 合 睾」 は、 「7・ 週 」 な ど を意 味 す る名 詞 だ が、 こ こで は戦 争 神 の 「セバ ト」 の こと。

「苓 乙」 は もと もと 「神 」 を意 味 す る名 詞 だ が、 こ こで は神 々 の 父 神 の 「エ ル 」 を 指 す 。 ア

ラム語 の 「う3乙O」 は確 認 で きず不 明。 古 代 ヘ ブ ラ イ語 の 「う、《3乙O」 と理 解 す る と、

そ れ は 「最 高」 を意 味 す る名詞 。 「エ リウ ン」 とい う最 高 神 を 指 す 。

4字 目 は欠 損 す るが、 「-3ツW」 は 「う3"W」 と推 定 で き る。 「天 」 神 を意 味 す る名詞

の複 数 形 。 続 い て、 そ れ と対 とな る 「Φ4苓 」 神 も想 定 さ れ る。 最 後 の 「一 や ツ」 は、 次 行

の 頭2文 字 を 踏 ま え て 「角 乙 や ツ ≒1'Abime≒ 深 淵 」 と 復 元 さ れ た も の(A.Dupont-

Sommer1958:p.35)。 後 続 す る単 語 と併 せ て 「う う30「 ヲ㌔《 角)乙ヤ『7」で 「深 淵 と源 泉 」

とい った文 意 とな る。

乙 グ うへ 角W角 乙3乙 ㌔《 『1㌔《3ツ へ Φ ㍉《 う う30ツ ㌔《 角 乙 一12

allWitnessNightandDaybeforeandSpringsand(Abyss)
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[1」ζ3角 乙】《㌔《 グ 〕Fグ3角 乙]】《

!(Arpad)godsofandKTKgodsof

12行 目も証人としての自然界、「深淵 と源泉」・「日と夜」が登場する。そこで一旦、文意

が途切れる感がある。「すべての証人」云々の以降は欠損 している。「すべての証人たるKT

Kの 神々とアルパ ドの神々よ!」 といった呼びかけ文が想定される。

「角乙やツ」は 「深淵 ・割れ目」などを意味する名詞の単数 ・絶対形。「うう30『1」 は

「う30"≒ 源泉 ・泉」などを意味する名詞の複数 ・絶対形。また、「"、《3」 は 「日」、「角

LPL」 は 「夜」を意味する名詞の単数 ・絶対形。そして、「hへ 角W」 は 「証人」 を意味

する名詞 「へ角W」 の複数 ・絶対形である。「乙グ≒すべて」は前出。次の文字の 「一】4」

以降は欠損 している。

欠損部分は、「アルパ ドの神々とKTKの 神々」という文言を復元するのが通例。 ここの

文言だけでは認識できないが、13行 目の文意から判断 して、それら神々への呼びかけと理解

できる。「2角 乙苓」は 「神々」の複数 ・合成形。最後の2文 字 「-4昇 」 は、13行 目の文

字 「ヘー」に接続 して 「へ(フ4苓)=ア ルパ ド」 と復元 される。

ツo角]3等 へ4合3へo角3工 臓 乙 ツ グ う30、 《臓 Φ フ へ[フ]

withGara'yahBartreatyofbeholdtoyoureyesOpen(Arpad)

13

[ゲ 乙 ツ 乙等oチ ツ

kingofMati'el

13行目では、神々に対 し、 この盟約を見 るため眼を開き給えと懇願がなされる。

「、《臓φ2」 は動詞 「臓Φフ≒開ける」の複数 ・未完了形。動詞の未完了形で命令 ・禁止 ・

意志 ・懇願を示す。「ツグ3う30≒ あなた方の眼」は、「う20≒ 眼」に2人 称 ・複数 ・男

性形の所有代名詞 「ツゲ3-」 が付いたもの。「角3工 臓乙」は 「角+2工 臓(動 詞)+乙 」

の構成。「一乙」は不定詞を示す接頭 ・前置詞で、英語の 「to+(動 詞)」 に相当す る。「角

3ヱ 臓」は 「3工臓≒見 る」を意味する動詞だが、語尾 「角一」 は不明。以下は前出。

グ]乙 『1グ 『li羊4チO・ へ合 乙等Oチ ツ4(やW3う 角 ㌔《[ヘ フ4等]14

kingofAttarsamakBarMati'elbefalseifand(Arpad)
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[3苓 へ99Gヘ フ4苓

Ga'yahBartoArpad

14行 目で は、 「も しア ル パ ド王 の マ テ ィエ ル ・バ ル ・ア ッタル セ マ クが 、 バ ル ・ガ ア ヤ を

裏 切 った な らば」 云 々 と い う脅 迫 的 な 文 言 が 記 され る。

「う角 、《」 は 「う角=if+¥=and」 の 構 成 。 「う角」 は 「if」に相 当 す る接 続 詞 。 後 に動

詞 の未 完 了形 が くる。 「4ΦW3」 は 「4ΦW≒ 欺 く」 の 未 完 了 形。 「4合 乙」 は 「4合+乙 」

の構 成 で、 「乙」 は 「to」 に相 当す る前 置 詞 の接 頭 辞 。 も しバ ル ・ガ アヤ に 「対 して 」 と い

う意 味。

へ ΦO乙]乙 尋Oチ 『14Φ04ΦW3う[角 ㌔《 グ チ グ グ 乙 『1角]15

descendantsoftoMati'eldescendantsofbefalseifandKTKkingof(Ga'ya)h

グ 乙り 角3苓 へ4合

kingofGa'yahBar

15行 目では、更に、その子孫に対 しても重ねて同様の文言が記される。いずれの単語 も前

出。実際に確認できるのは中央の文言だけで、両端は復元されたもの。

… グWへ[3う 合 う4ΦW3う 謝 《 ゲ チ グ16

Gush?sonsofbefalseifandKTK

16行 目は中央付近の3字 を確認するにとどまる。

「Wへ」 は意味不明。地名 とも見 られるが未確認。後に 「一グ」の文字があるが、単語は

推測できず。前半 は復元文。16行 目をもって碑石の下部は欠損 している。

別に、それと直接には接合 しないが、同 じ碑石の下部が別に存在する。その由容 と碑石の

形 状 か ら、 通 例 、20行 目か ら遺 存 して い る とみ な され る。

セ フィレ碑文IA面(下 部)の 検討

(17～19行 は欠損)

・ ・ … 『13う 『1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …20

??
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20行 目と推測されるこの行は、

や意味は復元されず。

4字 「ツ3=-myう ツ=nm-」 が 遺 存 す るが 、 単 語

う]臓Wツ3う Φ う[3角 『lO]合W㌔ 《3へ 角 チ 乙】い 《 チ 等W…21

anointwet-nurses7andconceive(her)letnotandewe

[冥 う角3へw

andtheirbreasts

21行 目は、上記の述べ られた盟約の裏切 りを前提 として文言が続 く。「子牛」、「妊娠 しな

い」、あるいは 「7人 の乳母が乳房に油を注 ぐ」云々が記される。各所復元。

「チ 昇W=雌 羊 」 は 「羊 」 を意 味 す る名 詞 「角 苓W」 の女 性 形 。23行 目の 「う苓W」 は複

数 形 。 乙】4、《は 「乙等=not+冥=and」 の構 成 。 「乙】4」は 「否 定 」 を意 味 す る副 詞 。 次 に

動 詞 が来 る。 「34角 チ」 は動 詞 「角 へ 角 ≒妊 娠 す る」 の未 然 形 ・命 令 形 で、3人 称 ・単数 ・

女 性 形(A.Dupont:Sommer1958:p.142;J.HoftizerandK.Jongeling1995)。 た だ し、

他 の ア ラ ム語 テ キ ス トに用 例 は な い。 「O合W、 《」 は 「ogw+×=and」 の構 成 。 「ogw

≒7」 は数 詞 の合 成 形 。 以 降 の行 で、 「7」 頭 と か 「7」 年 とい った が数 字 が 頻 出 す る が 、

『旧約 聖 書 』 で も同 様 で、 「7」 は完全 数 と理解 で き る。 「う㊧ う2角 ツ」 は、 動 詞 「Φ う2

≒乳 を 飲 ます」 の部 分 詞 で複 数 ・女性 ・絶 対 形。 通 例 、 名 詞 的 に 「乳 母 」 と訳 さ れ る。 「h

臓W"3」 は、 動 詞 「臓w"≒ 油 を 注 ぐ」 の 未 完 了 形 で3人 称 ・複 数 ・女 性 形 。 「う角3へ

W」 は 「う角3+へW」 の構 成。 「へW」 に関 して、 ア ラム語 テ キ ス トで は 未 確 認 だ が 、 ヘ

ブ ラ イ語 や シ リア語 で は 「乳 房」 を 意 味 す る名 詞 。 「う判 一」 は所 有 代 名 詞 の 接 尾 辞 で3人

称 ・複 数 。

乙Oう ㊦ う3角2角2幸 睾O合W3乙 等 ㌔《 ツ3乙Oう Φ う3[角2]22

foalsucklemarebesatedletnotandchild(m.)suckle

[O合W㍉ 《]O[合]W3乙 苓 ×

7andbesatedletnotand

「hΦh2角3」 は動詞 「φう3≒ ～に乳を飲ます」の未完了 ・3人 称 ・複数 ・女性形。

「ツ3乙O」 は名詞 「子供(男)」 の絶対形。動詞の直接目的語 となる。「乙】4、《」 は前出。

74



「O合W2」 は動詞 「og≒ 満足 させられる(受 動的)」 の未完了 ・3人 称 ・単数 ・男性形。

注意すべきは、前後に同 じ綴りで別単語の数詞 「ogw≒7」 があること。 「 丁幸=雌

馬」は 「角幸幸≒馬」の女性 ・単数 ・絶対形。「`O」 は名詞で 「仔馬」のこと。「乙O」 は、

別に前置詞 「to」としてアラム語テキス トで頻出するので注意すべ し。後は前出。各所復元。

う苓WO合W㍉ 《O合W3乙 昇 ㌔《 乙 へOう Φ う3角3角 午 《W23

ewes7andbesatedletnotandcalfsucklecows

[W3乙 】《]㌔ 《1『1苓 う Φ う3角3

1etnotandlambsuckle

「角4×W≒ 雌牛」は単数形だが、文脈では 「7頭」である。「乙へO≒ 子牛」 は単数 ・

絶対形。「う苓W」 は 「角苓W≒ 雌羊」の複数 ・絶対形。「1」 は名詞 「羊 ・子羊」の単

数 ・絶対形。文意は子羊を指す。行末は復元。次行の頭 と併せて 「O合W3」 となる。

う へ1乙 等 ㌔《 ツ 臓 乙OW合 うグ 角3角 チ ゲ 合O合W㌧ 《O合 一24

destroyletnotandfoodtoroamgohishens7andbesated

[乙 ㌔《 乙苓]Oチ 「ヲ4φW2う 角 冥

Mati'elbefalseifand

この行の 「うへ4角3乙 苓、《 ツ臓乙OW合 うゲ角3角 チグ合ogw」 に対す

る解釈に諸案がある。以下に掲げる。

a)Etqueseptpoulesaillentenquetedenourriture,etqu'ellesnetuentrien!

b)Etquesesseptfillesaillentpourunmorceaudepainetqu'ellesnesoientpas

desirees!

c);hissevendaughtersshallgowalkingwhilethebreadgetsburnt,butletthemshow

noconcern!

d)七 羽 の 雌 鶏 が 食 べ 物 を 探 し歩 い て も、 彼 女 ら は 仕 留 め な い だ ろ う

先 ず 、3語 目 の 「角 チy9≒hisdaughters」(J.C.L.Gibson1975;A.LemaireetJ.-M.

Durand1984)に は 、 「角 チ グ 合 ≒poule・ 雌 鶏 」(A.Dupont-Sommer1958;伴1967)と み

75



る別 案 が あ る。2字 目 が 「う=N」 か 「グ=K」 が不 鮮 明 な の が理 由 で あ る。 い ず れ も単 数

形 だ が、 文 脈 で は複 数 。 次 の動 詞 で確 認 で き る。 「うグ 角3」 は動 詞 「グ 乙 角 ≒行 く」 の 未

完 了 ・3人 称 ・複 数 形 。 「OW全 」 は動 詞 「0、《W≒ ぶ らっ く」 の不 定 詞 形 。 「『1臓乙」 は名

詞 「食 料 ・パ ン」 の単 数 ・絶 対 形 。 「ツ臓 乙 ≒食 料+OW合 ≒ぶ らっ く+う グ 角3≒ 行 く」

で 「食 料(を 求 め て)ぶ らっ き歩 く」 とい った意 味 に な る。

次 に、 「うへ ・へ角2」 は 「3+へ4角+3」 の構 成 。 「へ 』1角」 は動 詞 の 「殺 す ・破 壊 す る」

(J.HoftizerandK.Jongeling1995)。 語 頭 の 「-2」 は未 完 了 形 、 語 尾 の 「う一 」 は複 数

形 を示 す 。A.Dupont-Sommer(1958)は 「tuel=殺 す」 と仏 訳 して い るが 、 上 記 の よ うに、

他 は別 案 とな る。 文 意 も含 め て未 確 定 。

「う角 、《」 は 「う角=if+冥=and」 の構 成 。 「う角」 は接 続 詞 で、 「も し～ な らば」。 同 じ

綴 りで、3人 称 ・複 数 ・女 性 形 の代 名 詞 「う角 ≒彼 女 ら」 と間 違 わ な い よ うに注 意 す べ し。

4ΦW2は 「欺 く」 の未 完 了 形 で前 出。

乙 臓 〕rう1乙 ●ヲうr角)フ 匹うr(乙●ヲ3㌔ 《角7蔭{』1ΦO乙 ㌔《`引11全25

sandkingdomoflikehiskingdomofletbecomehisdescendanttoandhisson

[角 グ幸3冥]W苓 グ 乙 ツ33エ ツ 乙臓 チ グ 乙 ツ

pouroutandfirelikefadeawaythatdreamkingdomof

24行 目か ら25行 目に か けて は、 彼 の 息 子 や 子 孫 を 裏 切 っ た な ら、 火 の よ うに消 え る夢 の王

国 や砂 の 王 国 の よ うに な れ!と の 呪 いが 記 され て い る。

「角4φO乙 、《」 は 「角=his+4ΦO=子 孫+乙=to+冥=and」 と い う4要 素 で構 成 。

「一 乙一」 は前 置詞 で 「to」 に該 当。 「3、《角 チ」 は、 英 語 の 「be動 詞 」 に相 当 す る 「3冥

角 動詞 ≒tobe・toexist」 の 未 完 了 ・命 令 形 ・3人 称 ・単 数 ・女 性 形 。 「チ ゲ 乙 ツ グ」 は

「チ グ 乙ツ+グ 」 の構 成 。 接 頭 の 「一 グ」 は 「～ の よ うに=1ike」 を意 味 す る前 置 詞 。 「)匹グ

乙 ツ」 は名 詞 「t《ゲ 乙 ツ ≒王 国 」 の 単 数 ・合 成 形 。 「角 チ グ 乙"」 は 「"+J乙 ツ 」 の 構

成。 「乙臓 」 は名 詞 の 「砂 」、 「ツ 乙臓」 は 同 じ く 「夢 」 で、 単 数 ・絶 対 形。 「3エ 」 は関 係 詞

で 「which・that・of」 な ど に相 当 す る。

「乙 ツ3」 に関 して 筆 者 は まだ 未 確 認 。Gibson(1975)は 、 「yimma1」 と理 解 し、 「fade

away=消 え る」 と英 訳。LemaireetDurand(1984)も 同 じ立 場 で 仏 訳 。 後 に 「W苓 グ ≒

火 の よ う に」 の 単 語 が あ り、 妥 当 と思 わ れ る が 、 引 き続 き確 認 に務 め た い。 「W苓 グ」 は

「W昇+グ 」 の構 成 。 「一 ゲ」 は前 出 。 「W昇 」 は 「火 」 の単 数 ・絶 対 形 。

た だ し、 「3エ 」 以 下 の 区切 り方 ・読 み方 に は、 下 記 の よ うに別 案 もあ る。
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[り ゲ睾3]」 へW苓 グ 乙 『133工 『1乙臓 メ グ 乙 り

pouroutAssurreignthatdreamkingdomof

「グ 乙 ツ3」 は動 詞 「グ 乙 ツ≒ 王 に な る ・支 配 す る」 の 未 完 了 ・3人 称 ・単 数 ・男 性 形 。

前者 は 「火 の よ うに 消 え る」 に対 して、 後 者 は 「ア シ ュ ー ルが 支 配 す る」 と な る。 語 尾 が 欠

損 す るが、 想 定 され る 「4W尋=ア シ ュー ル」 は地 名 ・地 方 名 ・国 名 と思 わ れ る。 こ の立 場

で、Dupont-Sommer(1958)は 仏 訳 、 伴(1967)は 和 訳 して い る。

「グ睾3」 は動 詞 「グ 睾 う≒流 れ 出 る ・注 ぐ」 な どの 未 完 了 で 、 こ こで は願 望 ・命 令 文 。

な お、 行 末 の復 元 は、26行 目頭 の 「ヘ へ」 を 、 雷 ・暴 風 神 の 「ヘ へ 角=・ハ ダ ッ ド」 と理 解 を

踏 ま え た もの。

乙『IO角 『1乙 ゲ 《 う3「yw9`《 Φ 」へ苓 合 角2臓 乙 角 『1乙 グ ヘ ヘ ー26

troublethatisallandheaveninandearthinbadthatisall(Ha)ddad

[合2う 合昇]ヘ フ4等 乙oグ 睾3冥

stonesofArpadonpourputand

「乙 グ」 は名 詞 で 「全 部 」。 「角 ツ」 は疑 問 ・不 定 ・関 係 代 名 詞 と して の機 能 を もっ 。 「角

3臓 乙」 は形 容詞 や名 詞 的 に 「悪 い ・悪 い こ と ≒3臓 乙」 な ど の意 味 で、 単 数 ・女 性 ・絶 対

形。 「Φ4等 合」 は 「Φ4昇+9」 の構 成 。 「Φ 』1昇」 は 「大地 」 な どを意 味 す る名詞 で単 数 ・

絶 対 形。 「9」 は 「in」。 「う3ツW+9=in+、 《=and」 の 「う3ツW」 は 「天 」 を 意 味 す

る名 詞 で 双数 ・絶対 形 。 「乙 ツO」 は 「苦 しみ」 な どを意 味 す る名 詞 で 、 単 数 ・絶 対 形 。 「グ

幸3」 は 「グ幸ウ ≒注 ぐ」 な どの 未 完 了 ・3人 称 ・単 数 ・男 性 形 で、 こ こで は願望 ・命 令文 。

「乙O」 は前 置 詞 で 「on・above」 。 「ヘ フ4苓 ・=アル パ ト」 は盟 約 の 相 手 国 。 「3う 合 等 」 は

「石 ≒ う合】《」 の複 数 ・合 成 形 。 後 の 「電 」 に か か る。

乙 グ 昇 チ う うWO合W㌔ 《 角 合 』い4乙 グ 苓3う うWO全W㍉ 《 ヘ ヘ ー27

1etdevouryears7andlocustletdevouryears7andhail

[フ3う うW]O合W㌔ 《 角O乙 ㌧《チ

letgoupyears7andworm

「ヘ へ9」 は 「電 」 で 単 数 ・絶 対 形 。 「O合W噺 《」 は 「ogw≒7+t《=and」 の 構 成 。
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「ううW」 は 「角 うW≒ 年」の複数 ・絶対形。「乙グ苓3」 は 「乙グ苓≒食べる ・喰う」の未

完了 ・3人 称 ・単数で男性形。未完了形は命令 ・願望表現でもある。後にその女性形が出て

くる。「角合4等 」は 「イナゴ」で単数 ・絶対形。ヘブライ語 も同 じ。「乙グ苓チ」は前出。

「乙グ苓≒食べる ・喰 う」の未完了 ・3人 称 ・単数で女性形。語頭の文字 「-3」 は男性形

を、「一メ」は女性形を示す。「角O乙 、《)臼 は名詞 「虫」の単数 ・絶対形。

・へ 「いaΦ フ3乙 苓¥角 Φ へ 】43つ 等 乙03、 《メ φ 一28

grassletsproutnotanditslandsurfaceofonblight

[角 工 臓 チ]2乙 チ φ412角 工 臓 】r乙¥

seenletnotbeandverdureseenletnotbeand

行 頭 の 「Φ 一」 は、 文 脈 か らみ て 「φ 幸2」 と 「Φ フ3」 の復 元 案 が あ る。 各2字 分 は27

行 目の末 尾 に位 置 す る。 「㊧…羊3」 は 「φ 乙睾 ≒行 く」 の未 完 了 ・3人 称 ・単 数 ・男 性 形 。

「φ23」 も 「々 フ う≒出 る」 の 未 完 了 ・3人 称 ・単 数 ・男 性 形 。 概 ね 同 義 語 。 後 者 は す ぐ

後 に も出 て くる。

「3、《)臼 に は 「穀 類 を 食 い 尽 くす 両 翼 の 昆 虫 」 と か 「荒 野 」 他 の 意 味 が あ る(J.

HoftizerandK.Jongeling1995)。 伴(1967)は 、 ア ラ ビア語 か ら判 断 し 「荒 廃 」 と和 訳 。

「乙o」 は前 置 詞 で 「on」。 「2り 苓 」 は、 ア ラ ム語 で 未 確 認 だ が 、 シ リア語 の 「等 フ等 ≒ 表

面 」(ed.J.P.Smith1979:p.25)か ら、 そ の 合 成 形 と理 解 。nφ4等 」 はn=そ の+φ

4】4=大 地 」 の構 成 。

「乙苓 、《」 は 「乙等=not+図=and」 の構 成 。 「乙等 」 は 否 定 ・禁 止 を 意 味 す る副 詞 。

「Φ り2」 は本行 で前 出。 「9」 は 「草 」 の単 数 ・絶 対 形 。 「1」 は 「青 草 ・野 菜 」

の単 数 ・絶 対 形 。 「)F3乙 、《」 は 「メ・3+乙=not+1=and」 の 構 成 。 「乙」 は否 定 の 副 詞 。

「チ2」 は不変 化 詞 「チ3等 ≒存 在 す る」 の 未 完 了 形 。 「角工 臓 」 は動 詞 「角 工 臓 ≒見 る」 の

受 動 態 。 以 下 は前 出。

角 ツO合 ㌔《 ヘ フ4苓[9]1う グ 乙 ΦO『IWチ3乙 苓 ㌔《 矯 ㌔《臓 苓29

itspeopleamongandArpadinlyresoundofletbeheardnotanditspasture

[oエ 、《 う 、《"]角 、《1/乙 『1角

andmurmurandillnessstorm

78



「角 、《臓 】4」は 「角=its+、 《臓 等 ≒牧 草 」 の構i成。 「つ 一」 は3人 称 ・単 数 ・女 性 形 の 所

有 代 名 詞 。 「OツWチ3」 は動 詞 「OりW≒ 聞 く」 の再 帰 ・受 動 態 「聞 こえ る」で、未 完了 ・

3人 称 ・単 数 ・男 性 形 。 「乙昇=not」 が 先 行 す る の で反 対 の意 味 。 「乙 Φ」 は名 詞 「音 ・声」

の単 数 ・合 成 形 。 「1,グ 」 は 「竪 琴 」 の こ と。 「ヘ フ4等 」 は盟 約 相 手 の 「ア ルパ ド」、 「-

9」 は 「in・among」 。 「角 ツO合 、《≒ そ して そ の人 民 の 中 に」 は 「角=its+ツO=人 民+

9=in+冥=and」 の構 成 。 「ツO」 は名 詞 で 「人 民 」。

「乙ツ 角」 は ア ラム語 で は未 確 認 。 ヘ ブ ライ語 で は 「雨 ・嵐 ・嵐 の 音」 な どを 意 味 す る。

A.Dupont-Sommer1958は 「fracas≒ 破 滅」 と仏 訳 、 伴 と 「と ど ろ き」 と和 訳 。 「1」

は 「病 気 」 の単 数 ・絶 対 形 。 「う、《ツ角」 も ア ラ ム語 で は未 確 認 だが 、 ヘ ブ ラ イ語 で は 「群

衆 ・雑 音 」 の こ と。 伴 は 「騒 音 」 と和 訳 。 「角 Φoエ 」=「 角 φoヤ 」 で 「叫 び」。

乙 グ 苓 角 ツ 乙 グ う り う角 乙 苓 う臓 乙W3㌔ 《 角 乙 乙2㌔ 《 角 Φ 一30

devourofallcatarpillargodsletssendandlamentationandcrying

[フ 乙 グ等3]角 ツo合 ㌔《 ヘ フ4昇 合

letsdevouritspeopleinandArpadin

「角 乙 乙3」 は名 詞 で 「悲 嘆 」 の 単 数 ・絶 対 形 。 「う臓 乙W3+× 」 の構 成 。「う臓`W3」

は動 詞 「臓 乙W≒ 送 る」 の 未 完 了 ・3人 称 ・複 数 ・男 性 形 。 懇 願 ・命 令 。 「う角 乙昇 」 は

「角 乙等=神 」 の複 数 ・絶 対 形 。 「うツ」 は、 名 詞 の 「イ モ ム シ ・毛 虫 」 で 単 数 ・絶 対 形 。

「角 「ヲ」 は疑 問 ・不 定 ・関 係 代 名 詞 。 「乙 グ昇 ≒喰 う」 は こ こで は部 分 詞 。 単 数 ・男性 ・絶 対

形。 「ヘ フ4苓=ア ルパ ド+9=in」 。 「角 ツO全 、《=そ して その 人 民 の中 へ 」 は 「角=its+

1りO=人 民+9=in+冥=and」 の 構 成
。 「乙 グ昇2」 は前 出 の 「乙 ゲ昇 ≒喰 う」 の未 完 了 ・

3人 称 ・単 数 ・男性 形 。

願 望 ・命 令調 。

角 ∠㍉●ヲ う 『ヲつ ㌔《`『1角L合 へ ●ヲ2㌔ 《 全 ・へ ΦO『7つ ㌔《 角 「L《「臓 ●ヲー31

panthermouthofandbearmouthofandscorpionmouthofandserpentmouthof

⊂3工 臓 プL3乙]苓 、《 乙 ツ Φ 冥 幸 幸 冥

letsbeseennotandlouseandmothand

「ツ フ」 は 「口」 の単 数 ・合 成 形 。 以 下 、 様 々 な 口が 羅 列 さ れ る。 「角 、《臓 」 は 「大 蛇 」
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の単数 ・絶対形。「9へ φO」 は 「さそり」の単数 ・絶対形。「角角合へ」は 「雌熊」と訳さ

れるのが通例だが、「角角一」の文法的な解釈は確定せず。ヘブライ語の 「94≒ 熊」、アラ

ム語 ・シリア語の 「苓合、《へ≒熊」(男性 ・強意形)を 参照。「1う 」は 「雌豹」で女性 ・

単数 ・絶対形。「幸幸」は 「蛾」の単数 ・絶対形。「乙りΦ」は 「シラミ」で単数 ・絶対形で

ある。行末は欠損するが、否定語の 「乙苓」と 「3工臓】F3」 が想定できる。後者 は、 「2

工臓≒見る」の未完了 ・受動態。次の行にかかる。

2㌔ 《角 チ ㌔《 角 ㌔《臓 苓 う 『IW3乙0臓 チ[W]3う チ 合 φ Φ 角 乙032

1ettobeandgrassdesolationintoletitperishcutoffleaf

[t《 …1… φ 合 』口 乙 乙 チ へ24等

andandhomefortell(mound)Arpad

初 め の2語 は未 確 定 。 「角 乙O」 を 「葉 」、D】F合 Φ Φ」 を 「切 る」(J.C.LGibson1975)

とみ る見 解 や、 「うチ 合 φ Φ」 を 「うチ合=腹+φ Φ=喉?」 、っ ま り 「腹 の 喉?」(伴1967)

とみ る見 解 が あ る。3語 目 は、 ア ラ ム 語 で は 未 確 認 だ が 、 ヘ ブ ラ イ語(F.Brown,S.R.

DriverandC.A.Briggseds.1951)か ら判 断 す る と、 「0臓 メW3」 は動 詞 の 「虐 殺 す る ・

荒 らす ・叩 く≒0臓 チ」 の再 帰 ・未 完 了 形(A.Dupont-Sommer1958)。 命 令 や 願 望 の 表 現

と理 解 で きる。 「うりw3乙 」 は 「うツw2≒ 砂 漠 ・荒 廃+乙=to」 の構 成。 「角 、《臓 苓=そ

の草 木 」 は 「角+× 臓 苓」 の構 成 。 「3、《角 チ」 は 「3、《角 ≒be」 動 詞 の 未 然 ・3人 称 ・単

数 ・女 性 形 。 命 令 ・願 望 の表 現 で あ る。 「ヘ フへ 苓=ア ル パ ド」 は前 出。 「乙チ」 は遺 跡 が積

み重 な って丘 とな った、 い わ ゆ る 「テ ル」。 単 数 ・絶 対 形 。 「一 乙 ≒to」 以 下 は不 明。 想 定 さ

れ る 「Φ 合 へ 」 は、 ア ラ ム語 で は未 確 認 。 ヘ ブ ラ イ 語 で は 「(placeof)」lyingdown,

resting-,ordwelling-place」 とい う男 性 名 詞(F.Brown,S.R.DriverandC.A.Briggseds.

1951)で 、 以 下 に登 場 す る動 物 類 に か か る と 「巣 ・巣 穴 」 と い う こと に な る。

角 φO㌔ 《 … ㌔《 角 へ い 《 う4W㌔ 《 合 う4苓 ㌔《 乙OW㌔ 《2合 や33

magpieandandowlandwildcatandbareandfoxandgazell

[㌔《 グ 工 等 チ2]4φ1『 フ」噂 チ 乙 等 ×

northatthecitybespokenofletnotand

この行 の前 半 に は動 物 類 が登 場 す る。 先 ず 、 「3合 や」 は 「ガ ー ゼ ル」。 「乙OW」 は 「狐 」。
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「合う4苓 」は 「野うさぎ」、「う4W」 は 「野生の猫」。隔 ヘヤ」は 「ふ くろう」。そして、

「角ΦO」 は 「かささぎ」。いずれ も単数 ・絶対形である。

「乙】鴫臼 は、頻繁に登場 している否定語で、否定や禁止を意味する副詞である。後ろの動

詞にかかる。「4ツ 等チ」は 「1≒ 言 う・述べる」の未完了形 ・受動態。3人 称 ・単数 ・

女性形。併せて、「述べられることはない」 といったような意味となる。想定 され る 「苓チ

1」 は女性名詞 「1≒ 村 ・町」の強意形。「グエ」 は指示代名詞 「この ・あの」

で、強意形の名詞の後に付 く。併せて 「この町」という意味。

ツ 苓 ㌔《1《 う4W㍉ 《 『 乙合 ツ㌔《 角工 ツ ㌔《 角 合4ツ ㌔《1ヘ ツ34

Tu'imnorSharunnorMBLHnorMZHnorMRBHnorMDR'

[等 ㌔《 ・ …]㌔ 《 う,3合 ㌔《 乙 苓 メ2合¥

-AnornorBYNNnorBethelnor

本 行 か ら次 行 の 頭 に か けて、 アル パ ドと同 盟 して い る ら しい数 々 の都 市 名 が羅 列 され る。

こ こで は各 都 市 の所 在 地 に 関 して 言 及 しな い が 、 必 要 あ れ ば 「LALISTEDESVILLES

DUROYAUMED'ARPAD」(A.LemaireetJ.-M.Durand1984)を 参 照 され た し。

W苓 合 合工 昇 チ ㌔《OWへ φ チ3エ グ3苓 ツへ 昇 ㌔《 工 工 犠 ㌔《 角 う135

firebythiswaxisburnedthatjustas'DMnorHazaznor(A)rneh

[4角 チ う合]㌔ 《 ヘ フ4等 へ Φ チ うゲ

hisdoughterandArpadisburnedthus

引 き続 き3ヶ 所 の 町 が羅 列 され る。

「グ3苓 」 は接 続 詞 的 に 「よ うに」 の意 味 に機 能 。 「2エ 」 は関 係 の 小 辞 。 「へ φ チ」 は

「へ φ3≒ 燃 え る ・焼 く」 の 未 完 了 ・3人 称 ・単 数 ・女 性 形 。 「等 メ 、《OW」 は 「、《OW角=

蜜 蝋 ・ワ ック ス」 の単 数 ・強 意 形 。 「苓 工 」 は指 示 代 名 詞 「角 うエ=こ の」 の 女 性 形 。 前 に

か か る。 「W等 合」 は 「W等 ≒火+9=よ って 」 の構 成 。 「うグ」 は副 詞 で 「こ の よ うに ・そ

の よ うに」 の意 味 。 「ヘ フ4苓=ア ル パ ド」 は前 出 。 以 下 は欠 損 。

想 定 され る 「角+チ う全」 は 「彼 の 娘 」。 文 脈 か ら、 ア ルパ ドと の同 盟 諸 国 を暗 示 す る。
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4ツ 】《チ 乙1い 《 う3乙 臓W㌔ 《 臓`『1ヘ へ 角 う角 合Oヘ エ3㌔ 《 チ 合36

bespokenofletnotandweedsandsaltHadadthereinletsowandverymuch

[等工 昇W合 う]㌔ 《 角 う工 等 合 うへ

thislifeandthisthief

「チ 合 』へ」 は、 ア ラム語 で は未 確 認 だが、 シ リア語 で は副 詞 で 「verymuch・verygreatly」

の意 味(J.P.Smithed.1979)。 「04==3」 は動 詞 「04エ ≒撒 く」 の 未 完 了 形 。 願 望 。

「う角 合 ≒ そ こへ」 は 「う角+9=in」 の構 成 。 「う角」 は関 係 詞 で、 先 に羅 列 され た 町 々 を

指 す 。 「ヘ へ 角=ハ ダ ッ ド神 」 は前 出。 「臓 乙 『1」は 「塩 」 の単 数 ・絶 対 形。 「う+3乙 臓W」

は 「雑 草 」 え る い は 「コ シ ョウ草 」 で複 数 ・絶 対 形 。 「4ツ 苓 チ」 は前 出。 「苓 合 うへ」 は名

詞 で 「泥 棒 」。 「角 うエ=こ の」 は指 示 代 名 詞 で男 性 形 。 前 の 単 語 にか か る。 以 降 は欠 損 。 想

定 され る 「昇W合 う=・昇W2h」 は名 詞 「命 」 の 強 意 形 。 「苓 工=こ の」 は指 示 代 名 詞 で 女

性 形。

苓 工[昇]ナ ㌔《OWへ φ)ら3工 角 グ3苓 】4角 角W合 う㌔《 乙】40チ 『137

thiswaxisburnedthatjustasjustashislifeandMati'el

[苓 合 乙苓Oチ]リ へ Φ3う グW等 合

一firebyMati'elisburnedthusfireby

35行 目と似た文言。「角+w9う 」は名詞で 「彼の生命」。36行 目に強意形。「苓角」 は接

続詞で 「のように」の意味。同 じく 「角ゲ3昇 」も前置詞機能を持 った小辞で 「のように」

の意味。「へΦ3」 は動詞 「燃える」の未完了 ・単数 ・男性形。女性形は前出で 「へΦチ」。

行末は想定。

4合W3う グ う乙苓 昇3や 臓 ㌔《 】辱)蔭Wφ へ 合Wチ3エ グ3苓 ㌔《W38

breakthusthesearrowandbowarebrokenthatjustasand

[乙 】噂O)匹 「ヲ チWΦ]ヘ へ 角 ㌔《1う 昇

Mati'elbowHadadandInurta

頭には前行の続きの文字。「へ合Wチ 」は動詞 「4合W≒ 壊す」の未完了 ・受動態 ・3人
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称 ・単数 ・女性形。「昇チWΦ 」は 「弓≒チWΦ 」。「昇3ヤ 噸〕 は 「矢≒3ヤ 臓」の、 いず

れも強意形。「,乙 等=こ れら」 は指示代名詞で複数形。「4全W3」 は 「4全W≒ 壊す」の

未完了形 ・3人 称 ・単数 ・男性形。同 じ行に受動態形がみられる。「チ4,苓 」 は 「イヌル

タ神」。 シュメールにおける豊穣 ・戦争神である。「ヘへ角=ハ ダッド神」は前出。以下 は欠

損。想定部分の 「チWΦ ≒弓」、「乙】40チ リ=マ ティエル」は前出。

うゲ 昇 チ㌔《OW4合 へ4023エ グ3等 ㌔《 角 ㌔《合4チWΦ[冥]39

thuswaxmanisblindedthatjustasandhisnoblebowand

[エ グ2苓 、《 乙]】40チ ツ403

-thatjustasandMati'elisblinded

「角、《合』〕 は 「角=彼 の+、《合4」 の構成。「、《合4」 は 「偉大な」 などを意味す る形

容詞の複数形だが、 ここでは名詞的用法で、「マティエル(彼)の 家臣達」を意味する。「へ

9へ 」は名詞の 「人」で絶対形。「402」 は受動態 としての動詞 「4、《O≒ 盲 目にされる」

の未完了 ・3人 称 ・単数 ・男性形。以下は前出。

乙 」L←oコrツ ・ヘエ へ3う ゲ 角,エ 」」¢乙 へo・ ヘエ へ3[3]

Mati'eliscutthusthiscalfiscut

40

[033エ グ3昇]t《 角 、《合4う1==へ3冥

一isstrippedthatjustasandhisnoblearecutand

「1エ へ3」 は動詞 「1=へ ≒切る」の未完了の受動態形。3人 称 ・単数 ・男性形。 「苓

乙へO=子 牛」は強意形。指示代名詞の 「角hエ=こ の」 は前出。「う1=へ3」 は 「1=

へ≒切る」の未完了 ・受動態。3人 称 ・複数 ・男性形。「角、《合4≒ 彼の官僚達」 は前出。

行末か ら次行頭は欠損 ・不明。

3Wう ㌔《 乙 】40チ 『12Wう う1へ03う グ[角]う[工 ・ヘへ]41

0fwivesandMati'elofwivesarestrippedthusthis‐

[エ グ3】 い 《 角 ㌔《合]へ3Wう ㌔《 角 』ゆO

justasandhisnobleofwivesandhisdescedants

83



この行の頭付近は不明瞭。「h1へ03」 は受動態 としての動詞 「440≒ 裸にされる」

の未完了 ・3人 称 ・複数 ・女性形。その単数形 「』1403」 が前行末か ら本行頭にかけて想

定 される。「3Wう 」は 「つチ苓≒妻」の複数 ・合成形で、「～の妻達」。隔 《、ΦO≒ 彼の子

孫達」は前出。行末は想定。

ツ臓 φ3う グ 角3乙 等 乙o苓 臓 『13冥

betakenthushisfaceonisbeatand

[・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …] 42

[¶《 乙1《Oチ ツ3Wう]

-andMati'elofwives

本石碑の最後の行。前半は不明。「苓臓ツ3」 は動詞 「等Uツ ≒打っ」 の未完了形 ・3人

称 ・単数 ・男性形。文意から受動態 と理解。「乙O」 は前置詞の 「の上に」などの意味。「角

32等 ≒彼の顔」は 「つ+3つ 昇」の構成。「3つ 等」は 「フ昇≒顔」の双数 ・合成形。「う

臓Φ3」 は動詞 「臓Φ乙≒取 る」の未完了 ・3人 称 ・複数 ・女性形。

(続)
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